にいがた観光の新しい道を探る : 国内外の観光客を呼び込む新しい取り組みと方策（特集《大学と地域の協働による観光活性化フォーラム》 by unknown
－ 1 －
　特　集
《大学と地域の協働による観光活性化フォーラム》
にいがた観光の新しい道を探る
－ 国内外の観光客を呼び込む新しい取り組みと方策 －
プログラム
挨　　拶　　　　　渡辺　保　大学と地域による観光活性化モデル事業協議会会長
　　　　　　　　　　　　　　新潟経営大学学長
趣旨説明　　　　　吉田一郎　新潟経営大学地域活性化研究所所長
　　　　　　　　　　　　　
記念講演　　　　　尾畑留美子　株式会社尾畑酒造　専務取締役
　　　　　　　　　　　　　　　（「真野鶴」五代目蔵元）
基調報告　　　　　松田千春　東日本旅客鉄道株式会社　営業部観光開発課長
討　　論
　　　　パネリスト／井上　亮　　一般財団法人燕市観光協会事務局長
　　　　　　　　　　ブレンディ　バロリ　新潟経営大学観光経営学部専任講師
　　　　　　　　　　尾畑留美子　株式会社尾畑酒造　専務取締役
　　　　　　　　　　松田千春　　東日本旅客鉄道株式会社新潟支社　営業部観光開発課長
　　　　コーディネーター／イワン　ツェリッシェフ　新潟経営大学観光経営学部長
司　　会　　　菊野麻子　新潟経営大学観光経営学部客員教授・フリーアナウンサー
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新潟県三条地域振興局、三条市、加茂市、燕市、弥彦村、田上町、
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　大学と地域の協働による観光活性化モデル事業協議会主催のフォーラムは2016年12月18日に燕三条ワシ
ントンホテルにて行われました。県内の企業、行政機関、研究機関の関係者や新潟県県央地域の住民の方々
など約120名の参加がありました。そのハイライトを掲載します。
　フォーラムのプログラムは以下のとおりです。
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司会
　皆さま、大変お待たせ致しました。ただ今から、大
学と地域の協働による観光活性化フォーラム、「にい
がた観光の新しい道を探る－国内外の観光客を呼び込
む新しい取り組みと方策－」を開始致します。
　本日司会を務めます、新潟経営大学観光経営学部で
客員教授をしております、フリーアナウンサーの菊野
麻子と申します。どうぞよろしくお願い致します。
　それではフォーラムの開会にあたりまして、大学と
地域の協働による観光活性化モデル事業協議会会長で
あります新潟経営大学学長の渡辺保より、ご挨拶申し
上げます。
開会あいさつ
　　　　　　　　　　　新潟経営大学　学長
　渡辺　　保　
　皆様、こんにちは。今日は日曜日の大変お忙しい中、
このように多数おいでいただきまして有難うございま
す。
　本フォーラムは第２回目になります。今回は非常に
テーマがよく、新潟観光の新しい挑戦、「国内外の観
光客を呼び込む新しい取り組みと方策」ということで、
まさに時宜を得ているテーマかと思います。また内容
も期待できるものと思っております。
　ご案内のように、この協議会は５市町村と３団体、
三つのオブザーバーから構成されております。もちろ
ん目的がございまして、地域活性化、特に観光に力を
入れながら人材育成を図り、県央地区、新潟県を盛り
上げていこうという目的がございます。
　新潟経営大学では、この４月に新しく観光経営学部
観光経営学科という、新潟県で初めての観光関係の学
科が誕生し、頗る順調に推移しております。今日パネ
ルディスカッションのコーディネーターを務めますイ
ワン学部長を中心にいろいろな活動が展開されてお
り、全員１年生ですけれども、いろいろなところで評
価をいただいております。今後共、皆様方には、ます
ますご協力とご指導、ご理解を賜りたいと思っており
ます。
　遅れましたが、今回の基調講演は「真野鶴」五代目
蔵元の尾畑留美子様。それから基調報告は東日本旅客
鉄道株式会社新潟支社の松田千春様。お二方にはパネ
ルディスカッションも参加いただくことになっており
ます。よろしくお願い申し上げます。
　なお、パネルディスカッションは、今ほどのお二人
と燕市観光協会の井上様、それに本学のバロリ講師と
いうことになっております。よろしくお願いしたいと
ころでございます。
　又、本フォーラムには新潟県の寺田吉道副知事もお
見えになっております。
寺田副知事
　副知事の寺田と申します。今日のフォーラムの開催、
本当におめでとうございます。どうぞよろしくお願い
致します。
渡辺学長
　どうもありがとうございました。副知事様には懇親
会にも出ていただくことになっております。そのよう
なことで、本日はよろしくお願い致します。
司会
　それでは電報が届いておりますので、代読をさせて
いただきます。
　「『大学と地域の協働による観光活性化フォーラム』
のご盛会を心よりお慶び申し上げます。日頃より新潟
経営大学の発展と人材育成のために、多大なるご努力
を頂いている渡辺学長様をはじめご参会の皆様に心よ
り敬意と感謝を表します。今年度、新潟経営大学に観
光経営学部が新設され、観光立国日本をけん引きする
学びが本格的にスタートしました。本日のフォーラム
を通じて、より具体的なアプローチや新たな発想が生
まれ、観光立県新潟県の発展につながりますようご期
待申し上げます。衆議院議員、菊田真紀子様」。代読
をさせていただきました。有難うございました。
　それでは次に、本フォーラムの事務局を務めており
ます、新潟経営大学地域活性化研究所所長の吉田一郎
より趣旨説明を行います。吉田所長、お願い致します。
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趣旨説明
　　　　新潟経営大学地域活性化研究所　所長
　吉田　一郎　
　ただ今ご紹介いただきました新潟経営大学の吉田で
す。どうぞよろしくお願い致します。
　本日はお忙しいところ、沢山の方々からご来場いた
だきまして、誠に有難うございます。
　このフォーラムは、大学と地域の協働による観光活
性化モデル事業協議会の主催で行われます。この協議
会は昨年６月に設立されました。新潟県三条地域振興
局、三条市、燕市、加茂市、田上町、弥彦村、燕三条
地場産業振興センターと新潟経営大学で構成されてい
ます。
　また東日本旅客鉄道株式会社新潟支社、株式会社Ｊ
Ｒ東日本企画新潟支店、国土交通省北陸信越運輸局に
はオブザーバーとして参加いただいています。新潟経
営大学と地域などが連携してこの地域の観光産業の発
展を推進していくことを目指している協議会です。
　まず本フォーラムでは、尾畑酒造専務、尾畑留美子
氏より「日本酒と地域振興」という題名で記念講演を
行っていただきます。佐渡と日本酒は、とてもよくマッ
チしています。これだけでも、とても素晴らしいストー
リーになるように思えます。
　尾畑酒造は佐渡にあり、名酒「真野鶴」を日本全国
のみならず、海外にまで販売している会社です。佐渡
島において世界を見据えている企業です。この精力的、
野心的な経営者尾畑専務による活力あふれる講演は、
私たちが今後のビジョンを構築することに役立つので
はないかと思います。
　記念講演に引き続いて、ＪＲ東日本新潟支社営業部
観光開発課長、松田千春氏に「地方創生に向けて」と
題した基調報告を行っていただきます。
　今度は我が国有数の企業がこの地域において、観光
開発のためにいかに取り組んでいるかについてご報告
していただくことになります。
　基調報告に引き続き、パネルディスカッションを行
います。パネリストには県央地域の観光振興の核とな
り、ご活躍をしている燕市観光協会事務局長、井上亮
氏、それに新潟経営大学観光経営学部で教鞭をとるブ
レンディ・バロリ講師と尾畑氏、松田氏の４名にお願
いしています。
　このパネルを運営するコーディネーターは新潟経営
大学観光経営学部長のイワン・ツェリッシェフ教授が
務めます。活発な議論が展開されることを期待してい
ます。
　このパネルディスカッションで「にいがた観光の新
しい道」が議論され、その方向性が示されて行くこと
になると思います。
　とても楽しみなフォーラムです。このフォーラムが
本県の観光産業の推進に貢献することを期待していま
す。本日はどうぞよろしくお願い致します。
司会
　それではこれより記念講演を始めさせていただきま
す。
　今ほどのご紹介にもありましたように、「日本酒と
地域振興」と題しまして、「真野鶴」五代目蔵本、尾
畑酒造株式会社専務取締役の尾畑留美子様よりご講演
をいただきます。
　尾畑様は佐渡市のご出身で、日本酒の海外展開や廃
校を活用した「学校蔵プロジェクト」など、日本酒や
地域の振興に大きく貢献されています。そのようなご
経験を踏まえ、本日は新潟県の重要な観光資源であり
ます、「日本酒と地域振興」についてお話いただきます。
　それでは尾畑留美子様、お願い致します。皆様、拍
手でお迎えください。
記念講演
「日本酒と地域振興」
　　尾畑酒造株式会社　専務取締役
　尾畑　留美子　氏（「真野鶴」五代目蔵本）
　こんにちは。佐渡から参りました、尾畑酒造の尾畑
留美子と申します。
　私は酒造りをやっている者ですけれども、今日は観
光のプロの方たちがいらっしゃる中で、我々がお酒づ
くりを通して地域の元気のために何かできるだろう
か、普段していることをお話していきたいと思います。
本日は普段しゃべっていることの1.5倍のお話を、１
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時間でさせていただくので途中早口になるかもしれま
せんが、なにとぞご了承ください。
　本日のだいたいのメニューはこのような形になって
おります。私のプロフィールは今ほどご紹介いただき
ましたので、省かせていただきます。
　私自身は佐渡島で生まれたわけですが、小さいころ
は島というか田舎が大嫌いで、兼高かおるさんの『世
界の旅』や、映画雑誌を見ながら外の世界への憧れを
膨らましておりました。大学から東京に行きましたが、
卒業後は映画会社に就職して刺激的な日々を送ってい
ました。
　しかし1995年、突然ある決断をして蔵に帰ることに
決めました。帰ったところはもちろん佐渡島でござい
ます。ご存じかと思いますが、簡単に申しあげますと
東京23区の1.4倍、人口は６万人を切ってまだ減り続
けているところでございます。
　この現状を四つのポイントで見ていきますと、経済
循環としては地域のお金が外に出ていっています。佐
渡市の農業就労者は65歳以上の高齢者が増えていて、
耕作放棄地が一挙に増えることが懸念されておりま
す。
　観光客は平成３年の120万人のピークを境に減り続
けていて、平成26年で51万人弱と、半分以下になって
おります。新潟県の訪日外国人は、平成26年は８万人
以上いらっしゃるようですが、佐渡市にはその10分の
１も来ていないことも見て取れます。
　一番懸念されているのは佐渡市の人口ですが、1980
年ぐらいから減り続けていて、2015年以降は全ての年
齢区分で人口が減少しています。すなわち、このよう
な減少や高齢化など、日本が抱える課題の全てを持っ
ている課題先進地とも言えるわけです。
　こちらが当社、尾畑酒造になります。1892年創業で
「真野鶴」というお酒をつくっています。1983年、新
潟県で最初に酒蔵見学を開始致しました。これはうち
の父がフランスに行ったときにワイナリーを訪ねて、
そこでいろいろなワインを試飲させてもらい、体験と
買い物ができたことがとてもうれしかったという経験
から始めたそうです。
　この蔵では10月から３月までの仕込み期間中、完全
泊まり込みという、今では少なくなったスタイルで酒
造りを続けております。杜氏と、蔵人の努力のおかげ
でいろいろな金賞も幾つかいただくことができまし
た。
　私が主人とともに帰ったのは1995年ですが、そのと
きから始めたのは販路の見直しでした。2003年以降は
国内だけでなく、アメリカ、韓国など、現地のディス
トリビューターと直接取引での輸出を模索し始めまし
た。
　こう言うと華々しく聞こえますが、実際はそんなに
甘くはありませんでした。なぜかと言いますと、お酒
の出荷量、これは国内の表ですが、観光同様1973年を
ピークに右肩下がりが続き、現在は３分の１を切って
おります。そんな状況の中で、販路の見直しをするだ
けではなかなか上向きません。海外への輸出に関して
も、やってみたはいいけれど、お金の回収や相手が輸
入業をやめるなど、多くのハードルにぶつかりました。
　八方ふさがりの日を過ごしていましたが、2007年に
三つの転機が訪れました。
　一つ目が世界の舞台で金賞を受賞したことです。こ
れはインターナショナル・ワイン・チャレンジという、
日本酒業界ではかなり有名になってきている賞です
が、ロンドンで開催される世界最大のワイン鑑評会で、
ここに日本酒部門が2007年にできました。そこで当社
の「真野鶴・万穂」というお酒が金賞を受賞し、この
年に金賞を取ったのは全国でもわずか11のお酒ですけ
れども、そこの１本に加えていただきました。ここの
写真は、その年ロンドンで開催されたアワードディ
ナーの様子でございます。
　ここで私も金賞を取った11全てのお酒を飲むことが
できたのですが、そこではたと気がつきました。それ
まで私はお酒のスペックと品質ばかりを語っていまし
た。車でいったらどんなに性能がいいか、どれだけ速
く走れるか、どれだけ長く走れるか、そんなことばか
り言っていたわけです。
　けれども、アワードディナーで飲んだ11の金賞のお
酒たちは、みんな全て個性がありました。個性がある
ということは、１番はどこかより、いろいろな個性を
楽しみたい気分になるのです。自分が今までやってき
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たことはそういうことに欠けていたのです。
　二つ目は、ちょうど2007年当時、酒蔵が周りで廃業
をしていっていました。新潟県内におきましても民事
再生であるとか、日本酒業界以外の業界が株主になる
ようなことがちらほらと見えてきました。
　ここで思ったのは、われわれがやってきたのはシェ
アの奪い合いばかりである。市場のマーケットの中で、
いかにして棚を取ろうとしていたか。私たちがしなく
てはいけないのは、棚の奪い合い、シェアの奪い合い
ではなく、マーケットを創造することではないかと思
い至りました。
　三つ目は、ずっと続いていた佐渡の人口減少にあら
ためて気がついたことです。先ほどから言っておりま
すように、日本酒を飲む人はどんどん減っており、そ
れは業界として大変愁えるべきことなのですが、お酒
を飲む人が減っていくことより悲しむべきことは、地
域から人が減ることだったのです。それに気がついて
から、私の佐渡の宝探しが始まりました。
　まずやったことは、当社における酒づくりのモッ
トーをつくったことです。お酒づくりには３大要素と
呼ばれるものがあります。それはコメ、水、人です。
我々はその三つに、生産地である佐渡を加えて四つの
宝の和をもって醸す「四宝和醸」という言葉を、社是
として掲げることに致しました。
　かけがえのない佐渡の個性とは何だろう。一番大き
なものはトキです。このトキを酒づくりに生かそうと
いうことで、トキが住む田んぼでつくった酒米をア
ピールするようになりました。
　この写真に出ている方は契約農家の相田さんです
が、この相田さんの田んぼにはトキがよく遊びに来て
おり、トキと暮らす里づくり認証米になっています。
トキの住む環境を守るために低農薬、低化学肥料、そ
の他もろもろのルールに則ってコメをつくっていると
認証をもらえるのですが、我々はその認証を酒米で
取って使っております。
　さらにこの相田さんの特徴は、蛎殻農法と言われる
ものです。佐渡の加茂湖ではカキの養殖をしておりま
すし、反対側の真野湾でも天然のカキが取れます。佐
渡の特産であるカキを食べたら蛎殻が出ます。この蛎
殻を使ってオリジナルの有機肥料をつくって土壌にま
くことによって、特別な田んぼの土壌をつくっており
ます。
　三つの気づきがあってからどのように変わっていっ
たかといいますと、全国の鑑評会でも表彰いただいた
り、インターナショナル・ワイン・チャレンジでもあ
らためてゴールドメダルを二ついただくことができて
おります。
　そして縮むマーケットをどうしようかということで
は、未来の飲み手を育てようといろいろな大学でお酒
のセミナーや試飲会のお手伝いなどをさせていただき
ました。
　いろいろな問題が起きた海外輸出ですが、パート
ナーが変わりながら現在では14カ国に輸出して、その
うちの半分は直接輸出をさせていただいております。
　海外でのプロモーションも増えていき、そこで佐渡
の物語を伝えるようになりました。すると佐渡にぜひ
行ってみたいという方が増えてきました。この写真は
ごく一部ですが、特に右上の写真などはまさに酒蔵
ツーリズムにつながっているツアーになります。
　日本酒は地酒と呼ばれるぐらい地域を伝える語り部
です。日本酒がこのように少しずつ広がっていくと何
が起きるかを四つにまとめてみました。
　まず一つは農業振興です。食用米は減っていますが、
お酒用のコメはここ数年需要が伸びています。
　そして二つ目が日本らしさの推進。クールジャパン
と言い換えてもいいかと思いますが、お酒を中心に酒
文化を学びたい方が増えています。
　そして三つ目が国際化。輸出というのは出しっ放し
ではなく、それを飲んだ方がその地域に思いをはせ、
時としてその地域を訪れます。地酒が輸出されること
により、日本の地方に国際化の波、海外から人が来る
ことによって国際化の風が吹いてくるのです。
　そして四つ目が地域の活力です。このことを
globalizationと地域という視点で見てみます。
　ワインでいうと分かりやすいのですが、今はフラン
スのワイナリーが第三世界でワインをつくったり、あ
るいはアメリカが大量に高品質のワインをつくった
り、ある程度いい品質のものが大量に安くつくれる世
－ 6 －
界になっております。
　そんな中で小さな生産者、この場合はブルゴーニュ
を考えると分かりやすいですが、どのようにして対抗
しているかというと、よりリージョナリティにこだ
わって差別化を図っています。他の場所ではつくれな
い厳しい規定をつくることによって、ブルゴーニュの
ワインは他の地域ではつくれない味わいを出している
のです。
　そうやって差別化をすると、他では真似が出来ませ
んから、プライシングが自分たちでできます。大きな
システムや大きな流通に依存することなくワインを売
ることも可能です。何かに依存しないでものづくりが
続けられる体質づくりにつながるのです。
　そうするとほかの大手と競争する必要がありませ
ん。競争するどころか、その地域同士での共創ができ
るようになります。これはすなわち、ローカルコミュ
ニティーの活性化につながる。まさに酒づくりは地域
づくりに密接に関わっています。
　われわれ蔵元は、100年以上前から同じ場所でお酒
づくりをしておりまして、100年後も同じ場所でお酒
づくりをしていきたいと考えていますから、地域が元
気でなくてはいけないという思いがあるのです。
　私どもの中で地域づくりに一番近いと思うのが、こ
れからお話しする学校蔵プロジェクトです。
　舞台は佐渡にあります旧西三川小学校です。ここは
日本で一番夕日がきれいな小学校とうたわれました。
少子化のため2010年に廃校になり、我々はそこを何と
か残そうと酒づくりの場として再生させることに致し
ました。小さな醸造機械を導入し、2014年からお酒づ
くりをスタートしております。
　ここでやっていることは四つの柱があります。一つ
目は「酒づくり」です。本社で冬に酒づくりをしてい
ますので、ここでは夏に酒づくりをします。使ってい
るコメは全て佐渡産の越淡麗です。そしてつくってい
るお酒は「学校蔵」という名前でリリースしています。
　二つ目の柱は「学び」です。ここではもちろん我々
スタッフがお酒をつくっていますが、だいたいタンク
１本につき１チーム、お酒づくりを学びたいという方
に１週間通ってもらうことを条件に、受け入れを行っ
ております。
　今年はタンクを４本仕込んでおりますので、４チー
ムの方が学びにいらっしゃっています。１チーム３人
とすると、12人の方が長期滞在をしているわけです。
お酒づくりは24時間やっているわけではないので、空
いた時間は佐渡を巡ってくださいというお話をしてお
ります。
　結果、お酒と佐渡のコアなファン、伝道師が誕生す
るわけです。今は12人ですが、このお酒づくりは10年
後にはタンク４本から40本にしたいと思っておりま
す。そうすると年間120人の方が１週間滞在し、コア
なファンとなり、多くの方に情報発信してくださるこ
とを狙っております。
　またこのお酒づくりに関しての条件は、二十歳以上
ということしかないので、最近は異なる企業の方々か
ら一緒にお酒をつくりたいというお話が来ておりま
す。
　三つ目の柱が「環境」です。オール佐渡産の酒づく
りを目指していると申し上げましたが、そうであれば
コメだけでなく、お酒づくりのエネルギーも佐渡産と
いうことで、プール跡に太陽光パネルを置き、佐渡の
太陽の力をお酒づくりに導入しております。現在は
40％ですが、近く100％導入を目指しています。この
取り組みは東京大学IR3Sと共同研究をしています。
　100％以上電気の導入が実現したら、近隣とエネル
ギー連携をしていきたいと考えております。また、そ
の力をものづくりにも連携していきたいと思っており
ます。
　この写真は佐渡で無農薬のユズをつくっているご夫
妻ですが、ちょうど今、このユズを使って学校蔵でつ
くった酒と合わせてユズリキュールを造る作業が進行
中です。これは佐渡の個性であるトキが飛んでいると
ても良い環境を、お酒を通して「見える化」をすると
いうことにもつながります。
　最後に四つ目のポイントが「交流」です。ここでは
いろいろな大学、高校、また鼓童のアース・セレブレー
ションツアーなどとコラボレーションセミナーやツ
アーを行っております。
　その最たる交流プロジェクトが、学校蔵の特別授業
－ 7 －
です。こちらもお酒づくりがスタートした2014年から
行っております。
　この特別授業の大きなテーマは、「佐渡から考える
島国ニッポンの未来」です。これは冒頭に申し上げた
ように、佐渡はいろいろな日本の課題を抱えています。
そうであれば、佐渡で何か課題解決のヒントが得られ
れば、もしかしたら日本全体で課題解決につながるの
ではないかという思いから始めております。
　初年度は約40名の方がご参加くださいました。2015
年は藻谷さんに加え、『ニート』、『希望学』を書かれ
ている東大教授の玄田有史さん、そして佐渡高校の生
徒さんが加わり、大変活発な論議が交わされるように
なりました。教室に入りきらず廊下にはみ出たりして、
２年目は約80名の方にご参加いただいております。
　2016年は先ほどの二人に加え、ライフネット生命保
険の出口会長が加わり、さらに活発な意見が交わされ
ました。佐渡高校の生徒も参加してくれたので、今年
は「僕たちが考える佐渡の未来」ということで、10分
間発表を行っていただきました。
　そしてアメリカからも生徒として参加してくれた人
が二人いました。実は彼らは私のアメリカの代理店、
輸入会社のお二人です。お酒づくりを学びに来ると
言ったので、ちょうどこの授業の日に合わせてもらい
ました。
　なぜかというと、高校生はなかなか外国の人と会う
ことがありません。私もそうでしたが、子どものころ
は世界がすごく遠くにあると思うものですが、そうで
はなく、世界は手の届くところにあるのだと感じても
らいたかったのです。
　これは全体の授業の様子です。だいたい100人ぐら
い、下は高校生から上は73歳まで。佐渡、新潟、東京、
和歌山、青森、アメリカ。メディアの方もいれば、大
学教授の方もいる。また、大きな企業の役員さんもい
ました。いろいろな立場の人たちがここで生徒として
一つの問題を語り合ったわけです。
　そうやって授業を行うと、小さな化学反応がいっぱ
い起きているのが分かります。化学反応とは、気づき
を得て発想が変わることです。発想が変わればアク
ションが変わります。アクションが変われば未来が変
わります。
　最初のほうで人口減少のグラフをお見せしました
が、あれはずっと下がっていくと50年後ぐらいで佐渡
の人口はゼロになります。でもそれは、このまま行け
ばそうなるという未来で、アクションが変わればその
未来予想図は変わるわけです。
　そう考えると、学校蔵の特別授業は未来を変える特
別授業になっているのではないかと、ちょっと考えて
います。そんな学校蔵の校訓は「幸醸心（こうじょう
しん）」。幸せを醸す心を紡ぐ場にしたいと思っていま
す。
　学校蔵の特別授業については、昨年日経ＢＰ社から
本になっていますので、ぜひ本屋さんで手に取ってい
ただければ幸いです。
　さて、化学反応とはどんなときに起きるでしょうか。
異なる特性を持つものと出合ったときに化学反応は起
こりやすいのです。異なるものといえば外国の方です
ね。ということで、これから訪日外国人の増加につい
て、日本酒の視点で考えてみたいと思います。
　その前にお酒の市場について復習です。1973年から
どんどん右肩下がりになっています。何で右肩下がり
なのか。簡単にまとめてみると、「日本酒って難しい」
と感じる人が多い。だから若者は日本酒を飲まなく
なってしまったということで、このような結果になっ
ているとも言えます。
　その一方で、海外の輸出は右肩上がりです。どの国
も上がっています。平成27年は140億円とか、前年比
プラス21％。
　訪日外国人がどんなことにお金を使っているか。こ
の黄色いところは「飲食費」です。20％弱の方たちは
飲んだり食べたりすることに大変お金を使っているこ
とが分かります。観光大国フランスを考えてもそうで
す。フランスに何をしに行くか。おいしいフレンチを
食べに行き、おいしいフランスのワインを飲みに行こ
うと誰もが思うに違いありません。日本もそのような
傾向が強いです。
　海外では日本酒が人気であると申し上げました。そ
んな海外から日本へ来る人が増えている。お酒好きな
外国人は日本で何をしたいでしょうか。当然、本場日
－ 8 －
本で日本酒体験をしたいと思うに違いありません。
　知り合いの外国人にどんなことが知りたいか聞いて
みました。そうすると、コメからできていることを知
らない人が結構いますから、「大吟醸って何」、「どこ
でつくっているの」、こんなこと知りたいというので
す。
　一方でそれを迎える日本の人たちは、そんなことを
言われてもどう説明したらいいか迷ってしまう。でも
分かりやすく伝えればいいのです。例えば写真を撮る
とか、稲穂を置いておくとか、精米したコメを飾って
おくとか。言葉が通じなかったら絵で見せたり、表で
見せたりする。どこでつくっているか地図で見せてあ
げればいいですよね。それだけでものすごく分かりや
すくなる。
　要するに、見える化して体験させてあげる。体験は
すごく記憶に残ります。楽しく知らせてあげることが
ポイントかと思います。外国の人も分かって飲めばさ
らにおいしくなります。分からないものはなかなか手
が出ませんから、分かればおいしいお酒がもっとおい
しくなる。
　大事なことは英語がいかにうまいかではなく、伝え
たいという気持ちです。伝えてあげようと思ったら工
夫します。工夫して伝えてあげる気持ちが大事です。
伝えたい気持ちが伝わり、訪日外国人の人がおいしい
体験をすればＳＮＳで発信してくれるかもしれない。
国に帰って友達に言ってくれるかもしれない。そうす
れば日本のお酒がさらに輸出されることになり、輸出
の振興につながる。同時に日本人のサービスする側の
おもてなしのスキルも上達します。伝えたいと思い工
夫する。工夫して自分でいろいろ考えれば、当然スキ
ルは上達していくわけです。
　伝えたい気持ち。ここから私の言いたいことに入り
ます。これが外国人だけではなく、日本人に向いたら
どうなるのでしょう？日本人の日本酒初心者にどんな
ことを知りたいか聞くと、「何からできているの」、「大
吟醸って何」、「どこでつくっているの」。実は知りた
いことは外国の人と同じだったりします。
　ということで、訪日外国人の増加は爆買いなどとい
う目先のことだけもたらすのではありません。外国人
の方に伝えたいと思って工夫してスキルがアップする
と、日本の若い人たちも同じように日本酒に親しんで
日本酒を飲んでくれるようになる。日本の人には分
かっているだろうと思って何の努力もしないことが
往々にしてあります。でも実は目の前の人も分かって
いなかったりするのです。この分かっていない人たち
に丁寧に、分かりやすく伝えてあげることにより、そ
の人たちがちゃんと消費者になり、ファンとなり、飲
み手になってくれる。すなわち訪日外国人に働き掛け
ることはそれに気づくことにもなるし、国内の日本人
による需要をアップするビッグチャンスにもつなが
る。
　これから訪日外国人が増加しさえすれば、飲食機会
も増加します。海外では日本酒のさらなる輸出振興に
つながり、外国の人が来て日本酒を飲み、和食を食べ
れば需要がアップし、サービスする人のおもてなしの
スキルにつながるという、いい循環が生まれる可能性
がある。でもそれだけではなく、日本国内の消費者の
育成にもつながるビッグチャンスが訪日外国人の増加
にあることを、私は多くのサービスに携わる方にお伝
えしたいと思っております。
　そしてこの訪日外国人は、これから地方にも増えて
きます。そう考えるとおもてなしのスキルアップも地
方にやってきますし、話が戻りますが、異なるものと
出合うことは化学反応のチャンスでありますので、こ
れからは地方に大きな化学反応が起きるビッグチャン
スでもあると言えると思います。
　外国の人とか、地方と地方とか、異なるものに出合
えば相手のいいところを見ます。でも、実は相手の良
さとともに、自分の良さも見えるという側面もありま
す。
　最後に佐渡のお話です。私はお酒をつくったり、学
校蔵の特別授業などをやっておりますが、それを通し
て最近三つの変化を感じています。
　一つ目は、お酒と食文化は新しい人たちを呼び込む
力があることです。ここ数年、佐渡食材でフレンチを
つくったり、そば懐石や、眺めのよいテラスがすてき
なカフェができたり、そんなに大箱ではないのですが、
かわいいレストランやプチカフェなど、いろいろなス
－ 9 －
タイルの食べる場所が増えています。
　そうしたら、それを楽しみに今まで佐渡に来なかっ
たような人たちが来るようになりました。酒と食文化
はすごい力を持っていると実感しています。それはそ
うです。そこに行かないと食べられない、食文化は究
極のここだけのものです。
　二つ目として、孫ターンが増えています。おじいちゃ
ん、おばあちゃんが田舎で、その子どもは「田舎なん
か嫌いだ」と言って都会に出ていく。その子どもたち
は20歳代になって一遍東京で働くのですが、未来が見
えないのか、未来が見えてしまうからなのか、「僕た
ちは田舎に行って生活したい」と言って、田舎で仕事
を探します。この孫ターンは全国で増えていて、結構
な割合で農業に関係するお仕事に就く方が多いそうで
す。
　それから大学生の佐渡通いも増えています。私がこ
の夏に出会っただけでも、芝浦工大、東京大学、東京
農大、早稲田、慶応、新潟県立大学、新潟大学、首都
大学、和歌山大学、九つの大学の学生さんと会いまし
た。しかも彼らは、１泊とか２泊の観光ではなく、結
構長期間いて古民家の再生をしたり、農業のお手伝い
をしたり、環境支援型のシステム構築をしたりして、
遊んでいないで働いているのです。しかも自腹です。
何が起きたのでしょうか。佐渡島に何かが起きている
のです。
　孫ターンが出てきたり、大学生が佐渡通いをしてい
る様子を見ると、もはや都会ＶＳ地方ではないのだと
いうことがよく分かります。佐渡に「ここだけの場所」
があるから、こういう変化が起きているのかと感じて
います。
　ここにしかないものには食文化を筆頭に、景色、歴
史、体験、そして人というものがあると思います。つ
いつい忘れがちなコンテンツですけど、人も大事なコ
ンテンツです。ここにしかないものは全て、お金では
買えないものばかりです。
　結局、お金で持ってきたものは、よそがもっとお金
を出せばお金で持っていかれてしまう。これは観光に
限らず、いろいろなビジネスでもまったく同じです。
安さで勝負してはいけないと思う源でございます。
　人を育てるという、今日のテーマでもありますが、
本当に人は大事なコンテンツです。しかし人を育てる
のは大事であると同時に、時間も一番かかります。で
も今始めないと、２年後も５年後も10年後もないので
す。時間をかけて人材を育てなくてはなりません。
　その一方で、私たちが今すぐできることも考えなけ
ればいけない。私たちに今すぐできることはなんで
しょう？皆さんは、地域の「好き」を伝えていますか？
　これは何かと言うと、某所を訪ねたときに着いてお
出迎えしてくれた人が、その地域の悪口ばかり言うの
です。「何でこんなところに来たの」とか、「何もない
よ」とか。せっかく行ったのにげっそりしちゃうなと
思って。何か目新しいものや有名なものがあるなしで
はなく、「こんなすてきなところに来てくれて有難う」
とお出迎えされたら、それだけでその場所はすてきな
ところだなと思います。私達にも今すぐできることっ
て、そういうこと。
　そんな地域への「好き」を感じる写真で綴ったムー
ビーを最後に見ていただきたいと思います。この写真
は佐渡島の伊藤屋旅館五代目当主の伊藤善行さんが
撮ってくれた写真で構成しています。伊藤さんの写真
は『佐渡自慢』という写真集にもなっています。伊藤
さんの写真をお借りして、私が言葉を載せてつくりま
した。数分ですけど、最後にこれをご覧いただいて終
わりたいと思います。
（『佐渡自慢』観賞）
（記念講演終了）
司会
　尾畑留美子様、有難うございました。
　最後に「好き」と伝えていますかというのは、本当
に重みのある言葉だなとお聞きしました。「酒づくり
は地域づくり」、「異なるものとの出合いが化学反応を
起こす」、「気づき」、「アクションが変わると未来が変
わる」、「ここだけの場所づくり」、さまざまな観光の
新しい道を探るキーワードをお示しいただきました。
有難うございました。拍手をお送りくださいませ。
　では引き続きまして、基調報告に移らせていただき
ます。基調報告は「地方創生に向けて」と題し、東日
－ 10 －
本旅客鉄道株式会社新潟支社、営業部観光開発課長の
松田千春様にお願い致します。
　松田様は胎内市のご出身で、1987年に東日本旅客鉄
道株式会社入社以降、旅行業を中心に従事され、現在
は営業部観光開発課長として新潟県、および山形県庄
内地域の観光開発に取り組んでいらっしゃいます。本
日は観光業を取り巻く環境や、具体的な事例を交え、
地方創生についてご講演をいただきます。
　それでは松田様、ご登壇をお願い致します。それで
はよろしくお願い致します。
基調講演
「地方創生に向けて」
　　　東日本旅客鉄道株式会社新潟支社　
営業部観光開発課長　松田　千春　氏
　主に今日お話しさせていただきます概要は、ＪＲ東
日本のネットワークの状況（変遷）と、鉄道ネットワー
クを生かした取り組み、観光開発、インバウンド（訪
日外国人）の現状と取り組みについてお話をさせてい
ただきたいと思います。
　ＪＲ東日本は1665駅。営業キロで、7457.3キロとい
う規模で、１日1700万人のお客様にご利用いただいて
おります。東京からは五つに伸びる新幹線ネットワー
クがあり、新潟支社につきましては193駅、944.7営業
キロ、新潟県と一部、山形県の庄内地域をカバーして
います。
　ネットワークの変化として、19年前ですが、1997年
３月、「ほくほく線」が開業致しました。それまで東
京のお客様が北陸に行くときは東京から長岡まで行
き、そこから特急の北越で北陸に行っていました。「ほ
くほく線」が開業してからは、越後湯沢から特急のは
くたか経由で大きくお客様の流れが変わりました。
　昨年の３月に「北陸新幹線が開業」、それまでは越
後湯沢から特急のはくたかでしたが、その後北陸新幹
線で高崎を経由してそのまま北陸に向かうことになり
ました。
　新潟県は上越新幹線と北陸新幹線、県内に二つの新
幹線を持っていて、停車駅が七つあります（上越新幹
線が五つ、北陸新幹線が二つ）。それまで新幹線王国
は静岡県と言われていたそうです。静岡県は六つの新
幹線の駅がありますが、実は新潟県は昨年から七つの
新幹線駅を持ち、大変交通に便のよい県になっていま
す。
　当社は、乗ること自体が目的となる列車のことを
「のってたのしい列車」と呼んでおります。当社は輸
送業なので、点と点を結ぶ、例えば東京から新潟まで
いかに速く走るか、ということに重点を置いていたが、
逆に言えば、乗っている時間と言うのが苦痛に感じて
しまう。その乗車時間を楽しい、列車自体を観光の一
つだととらえてもらうため、いろいろな列車を走らせ
ております。
　今年の４月29日。現代美術の新幹線、現美新幹線が
走り出しました。３分間のＤＶＤですが、こちらをご
覧いただきたいと思います。最後に現美新幹線が雪の
景色から、春、夏、秋と移るのを注目していただきた
いと思います。
（ＤＶＤ観賞）
　現美新幹線は秋田新幹線を改造した新幹線で、仙台
で車両をつくり、新潟で運行しています。現在は土日
を中心に、新潟と越後湯沢間を運行し、新潟県だけを
走る新幹線となります。
　車内ですが、11号車が指定席。12号車から16号車が
自由席となります。よくいただく質問ですが、「自由
席は座れますか」、「歩いて回遊できますか」と言われ
ます。これは自由席なので100％座れる保証はないの
ですが、新潟と越後湯沢間の所要時間はたった50分で
す。美術館は歩いて回るのがほとんどですし、自由席
と言いましても84席ありますので、荷物を置いて鑑賞
できます。今まで運行した中で、回遊できなかった、
混んで乗れなかったというクレームは１件もいただい
ておりません。平均してだいたい100名程度のお客様
にご利用いただいている新幹線です。
　私の一押しですが、12号車をお薦めしています。小
牟田悠介さんの、鏡のアート、ステンレスアートです。
　秋の紅葉の風景や冬の雪景色、直接見るのもいいで
すが、反射したかたちで見るのが大変素晴らしいと思
います。隣に13号車のカフェスペースがありますので、
ここでコーヒーを買ってゆっくりお座席で飲んでいた
－ 11 －
だくのが、私の一押しです。
　カフェスペース、キッズスペースがあり、地元のも
のをカフェで提供しようと、ツバメコーヒーなども現
美新幹線では用意しております。
　現美新幹線の他に、さまざまな「のってたのしい列
車」を運行しております。新潟といえば日本酒、酒を
テーマにした「越乃Shu*Kura」です。私の一押しは
旅行商品の１号車ですが、春、夏、秋とメニューが変
わるお弁当（おつまみとお酒付き）で、大変好評を得
ております。
　「越乃Shu*Kura」は上越妙高から十日町。もしくは
越後湯沢や新潟まで走る列車です。お薦めポイントで
すが、上越妙高から長岡までの乗車時間が１時間半あ
り、その間にジャズの演奏が必ず１回あります。
　 新 潟 か ら 朝 の「 し ら ゆ き 」 で 行 き、「 越 乃
Shu*Kura」に乗って長岡まで戻り、その後「現美新
幹線」に乗れば、一日でいろいろな列車が楽しめます。
全区間乗っていただきたいのですが、実は上越妙高か
ら長岡だけでも十分楽しめる列車です。
　次に1999年運行開始の「ＳＬばんえつ物語」です。
新潟と会津若松まで４時間かけて走る列車で、ファミ
リーに大変人気です。ＳＬは全国あちこちで走ってい
ますが、他で走っているＳＬにはグリーン車がありま
せん。普通指定席からの差額は全区間乗車しても片道
1150円です。グリーン車の魅力はゆっくり座れること
もあるのですが、一番奥はグリーン車専用の展望車に
なります。ぜひ、グリーン車をお薦めしたいです。
　次に日本海をテーマとした、「きらきらうえつ」です。
今年で15周年を迎えました。私の一押しポイントは、
村上から先、鶴岡まで名勝「笹川流れ」で、海側の景
色が素晴らしい。ＡＢ席が必ず海側になりますのでＡ
Ｂ席をお薦めいたしたいかと思います。また車内はき
らきら情報コーナーやプロジェクションマッピング等
で飽きさせない工夫をしております。
　いよいよ来年５月１日から、「TRAIN SUITE 四季
島」クルーズトレインが運行されます。この列車は17
ルーム、最大でも34名のお客様のために10両編成の列
車を走らせます。山手線では10両車両は２千人乗れる
そうです。それを34名のお客様のために当社は「四季
島」を運行致します。
　上野駅では専用待合室をつくり、四季島の専用ホー
ムもつくります。各停車駅には四季島専用の出入口を
つくっております。新潟県内では、新津・東三条駅が
これから専用の出入口が完成するところです。
　「豪華」というより、「上質」を求めた列車でござい
ます。豪華なクルーズ、船旅は、船の景色は、基本的
には海しか見えません。海外旅行も飛行機に乗ると雲
しか見えません。列車の良いところは風景、車窓があ
ることです。列車に乗りながら風景を楽しんでいただ
き、日本を周遊していただくということです。
　コースは１泊２日と３泊４日がございます。３泊４
日コースはお一人75万円から95万円という旅行代金で
発売をしておりますが、すでに５月から８月まで全て
のコースが満員です。平均6.6倍。最高倍率として初
日が76倍であったとのことです。４日目は、山形県の
鶴岡、あつみ温泉を通りまして、新潟県の新津で下車
し、その後観光していただき、東三条から乗車いただ
きます。
　お値段の話ばかり気になったと思うのですが、基本
的にはＪＲ東日本内を走ります。（一部北海道も走る）
目的は各地の観光と食をＰＲする列車です。
　観光箇所は鶴岡の加茂水族館を、朝６時ごろに、四
季島のお客様に貸し切りを予定しております。燕では
鎚起銅器の「玉川堂」で体験していただく予定です。
　食につきましては、鶴岡の有名なイタリア料理「ア
ル・ケッチァーノ」の奥田シェフに車内で料理をして
いただき、出来たてのものを提供します。また新潟の
３名の寿司職人に交代で乗っていただき、車内で寿司
を握り、そのままお客様に提供します。こちらはツアー
の最終日の最後の昼食でございます。新潟の寿司をＰ
Ｒできるよい機会だと思っています。
　乗車されるお客様にお楽しみをお伝えすることは運
行の大きな目的でございますが、地域との架け橋とな
る役割をぜひ当社に持たせていただきたいと思ってお
りますし、ぜひお出迎えなどもご協力いただいて、地
域を盛り上げていきたいと思っています。
　他にも、さまざまな「リゾート列車」がございます。
えちごトキめき鉄道の「雪月花」食事を楽しむ豪華列
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車。北越急行の「ゆめぞら」トンネルの中で、天井に
アートが出る列車もございます。
　また昨年春就航しました、直江津港と小木港を結び
ます高速カーフェリー「あかね」です。運航開始まで
２時間40分かかっていたのですが、この高速カーフェ
リーで１時間40分と、１時間短縮しました。
　当社がお薦めしているのは、首都圏からまず北陸新
幹線に乗っていただき、上越妙高に降りていただく。
そして直江津港から佐渡に入っていただき、両津港か
ら新潟に戻ってくる。車の旅行もそうですが、同じ道
で帰ってくるのはつまらないものですので、こういっ
た周遊型を提案しております。
　また佐渡は、「佐渡金銀山を世界遺産に」を目指し
ております。予定では来年度国内代表に選ばれますと、
2019年に世界遺産に登録され、観光にとって大きな目
玉になるかと期待しています。
　当社のグループ施設として、ガーラ湯沢スキー場が
ございます。新幹線直結のスキー場。駅から降りたら
すぐゲレンデになります。今年、13％と外国人のシェ
アがありますが、外国から来るお客様がなんと２倍に
増えました。それもタイとかインドネシアとか、まっ
たくスキーをしないお客様が増えている。雪を見たこ
とがないお客様が、ぜひ雪を見たい、雪遊びをしたい
ということです。
　当社は地域の力を合わせて観光開発をということ
で、ＪＲ東日本は12支社あるのですが、その各支社に
観光担当部門を設置しています。各地支社と地元の連
携が重要だと思っています。
　そんな中で今年９月から11月。新潟県と一緒に秋の
観光キャンペーン「うまさぎっしり新潟、秋の大収穫
祭」を開催しました。今回のテーマは「食」、「酒」、「紅
葉」、「温泉」、「匠・芸術」です。来年度も９月から11
月、新潟県がＪＲ東日本のキャンペーンに選ばれてい
ます。ぜひ協力をお願いしたいと思っております。
　当社の強みは宣伝力が一番の強みかと思っておりま
す。『トランヴェール』という、ＪＲ東日本の全新幹線、
に設置している車内誌でございます。特に９月号は特
集「妖怪、新潟に現る」ということで、かなりの新潟
特集を掲載しました。
　『大人の休日倶楽部会員』、現在209万人になってお
ります。ご自宅まで届くその雑誌に「燕三条のものづ
くり体験」を16ページにおよび紹介させていただきま
した。またビューカードのお客様にも、情報誌で宣伝
をしております。
　今日のテーマでもありますインバウンドへの取り組
みというお話をさせていただきたいと思います。訪日
外国人が増えている。これは皆さんもご承知だと思い
ます。今年10月31日の発表では、もう２千万人を超え
たと聞いております。国別はどこが多いかというと、
中国、韓国、台湾、香港がアジア圏で増えている。中
国が最大市場となっております。
　ショックな話をしますと、残念ながら新潟県の外国
人全国シェアは0.5と言われており、当社のマーケッ
トであります東北６県（青森、秋田、岩手、宮城、山
形、福島）は、６県足しても１％に満たないというこ
とで、まだＪＲ東日本管内には外国人のお客さまが来
ていないという現状があります。
　北海道は全国シェア10％、外国のお客さまが来てい
ると聞きました。日本人観光客は少し落ちていますが、
外国人のお客様が増えた関係で、観光全体としては増
えているそうです。では、新潟のどこに来ているのか。
多いのは魚沼、（越後湯沢周辺）、下越（新潟市も含む）、
上越です。時期でいうと１月、２月とスキーシーズン
が多い。
　ＪＲ東日本のインバウンドの３本柱としては、「商
品設定」、「情報発信」、「受け入れ体制の整備」と考え
ています。商品設定というと、一番利用の多いのは
「ジャパン・レール・パス」（全国乗り放題パス）とい
うのが全国で発売しておりますが、ＪＲ東日本独自で
「JR EAST PASS」（東北エリアと新潟、長野エリア）
を発売しております。その他に「JR TOKYO Wide 
Pass」とか、東京大阪の「北陸アーチパス」。おかげ
さまで全商品、前年度比を上回っています。
　情報発信としては、東京から新幹線でわずか77分。
これは成功事例ですが、「東京雪遊び」ということで
越後湯沢が東京の一部であるかのような形で宣伝し、
東南アジアのお客様が増えております。
　その他、国と連携したビジット・ジャパンというプ
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ロモーションに、積極的に取り組んでおります。受け
入れ体制の整備で、10月１日には池袋駅に新しく訪日
旅行センターがオープンしました。
　新潟支社の今後の取り組みは、まずはしっかり現美
新幹線をＰＲし、JR EAST PASS、JR TOKYO Wide 
Passの情報をしっかり出していく。東北推進観光機構
と連携をし、日本の奥の院、東北探訪ルートをしっか
りＰＲしていくということです。
　以上で私の基調講演を終わらせていただきたいと思
います。ご静聴ありがとうございました。
（基調講演終了）
司会
　ありがとうございました。パネルディスカッション
につながる、さまざまなＪＲ東日本の取り組みなどを
ご紹介いただきました。
　それではここで10分間の休憩とさせていただきま
す。
（休憩）
パネルディスカッション
パネリスト　　　　　　
井上　　亮　氏
ブレンディ・バロリ
尾畑留美子　氏
松田　千春　氏
コーディネーター　　　
イワン・ツェリッシェフ
司会
　間もなくパネルディスカッションを始めますので、
お席にお着きくださいませ。
　それではパネルディスカッションを始めます前に、
衆議院議員の菊田真紀子様がお越しくださいましたの
でご紹介させていただきます。
　それではパネルディスカッションを始めてまいりま
す。パネリストの皆さまをご紹介致します。舞台向かっ
て左側中央からご紹介致します。
　一般社団法人、燕市観光協会事務局長、井上亮様。
　お隣は、先ほどご講演いただきました尾畑酒造株式
会社専務取締役、尾畑留美子様。
　新潟経営大学観光経営学部、ブレンディ・バロリ講
師。
　そしてご講演いただきました、東日本旅客鉄道株式
会社新潟支社、営業部観光開発課長、松田千春様。
　そしてコーディネーターを務めますのは、新潟経営
大学観光経営学部学部長であります、イワン・ツェリッ
シェフ教授です。
　それではよろしくお願い致します。
イワン・ツェリッシェフ（コーディネーター）
　皆さんこんにちは。観光経営学部長をしております、
イワン・ツェリッシェフです。
　いよいよ観光経営学部がスタートしました。２週間
前に学部主催の最初のイベント、「にいがた観光講座」
も行いました。今後も地域の企業や市民団体の皆さん
方と連携して、地域の観光活性化に貢献して行きたい
と思います。よろしくお願い申し上げます。
　パネルディスカッションに入らせていただきます
が、「観光客を呼び込む新しい道を探る」ということ
がテーマになっていますので、観光誘客の新しい戦略
や方法に焦点を当てていきたいと思います。その際、
尾畑さんと、松田課長のお話の中にあった大事なヒン
トを活用したいと思います。
　最初の大きな話題にさせていただきたいのは、差別
化戦略です。新潟ならでは、新潟に行かなければ楽し
めないことについてまとめていただきたいと思いま
す。
　私は先月イギリスに行くとき、機内でイギリス航空
が発行する『High Life』という雑誌を読みました。
10ページに「Alternative Japan」という小さい記事が
ありました。「もう一つの日本、違う日本」という意
味ですが、東京、大阪、名古屋、京都の「ゴールデン
ルート」以外の日本の観光も面白いですよと言うのが
主なメッセージでした。
　イギリス航空がこういうプロモーションをやってい
ること自体、非常に面白いと思いました。まさに新潟
県はAlternative Japan、「もうひとつの日本」の観光
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のリーダーを目指すべきではないかと思ったのです。
　しかしイギリス航空が推薦しているところは、まず
第１に金沢。第２は沖縄県の石垣市。ビーチで知られ
ている処ですね。第３は岐阜県の高山市で、高山市の
酒は水が非常にきれいでおいしいと書いてありまし
た。そして第４は長崎です。新潟がトップに入ってい
なくて残念だと思いました。
　これはあくまでご参考までの話ですが、これから新
潟の差別化戦略に迫ります。「新潟ならではの観光は
これだ」という視点から、新潟が外国人の観光客や国
内の観光客にオッファーできることについてお伺いし
たいと思います。井上さん、いかがでしょうか。
井上亮
　私は以前、新潟県の観光協会にいたとき、他県の皆
さんから新潟県のイメージを聞くと、誰しもが「コメ」。
そして尾畑さんが言っていた「酒」と「雪」。この三
つはある程度イメージをされてきているのだろうと思
いました。せっかく皆さんが思っているのなら、それ
をもっと売り込んでいく手はないかと、私自身思いま
す。
　お酒に関しては、先ほど尾畑さんがおっしゃったよ
うに、新潟県内でも90余り酒蔵がある中で、いかに自
分たちのオンリー・ワン的なものをつくりあげていか
なければなかなか手に取っていただけないのかと思っ
ています。
　食に関して言わせていただきますと、皆さんは逆に、
新潟県の食は何をイメージされますか。このようにパ
ネリストが皆さんに振るのは珍しいと思いますが、実
は聞くとだいたい京懐石とか、加賀懐石というように、
一つの出来上がったフルメニューをイメージする方が
いるのですが、実は新潟県ではそういったものが残念
ながら出ていません。その中でのっぺ汁は新潟の郷土
料理と、いろいろな媒体で紹介されています。
　でもそれは、おかずの一品としかお客様は見ないわ
けです。ですから、のっぺに代わる何かというより、
先ほど言ったように食材がすごく新潟県は素晴らし
い。他県に誇れる食材があるので、それを生かした料
理と品数を提供出来る取り組みを各エリアでつくって
いけば、これが他県にはない取り組みにつながってい
くのではないかと思っております。
ツェリッシェフ
　ありがとうございます。いいスタートだったと思い
ます。
　バロリさん、いかがでしょうか。
ブレンディ・バロリ
　「食」と言っても、どの県でも「食」はあるではな
いですか。
　井上さんと同じ考えです。むしろ、日本酒に関して、
自然に関して、食に関してなど、新潟でしかできない
体験について進めていけばいいと思います。
　後ほど話が出るかもしれませんが、尾畑専務の話で
酒をつくって人材を育成するのも、ひとつの体験型に
なると思います。日本酒を飲んで、日本酒と合った料
理は新潟でしかできないので、それを取込んだメ
ニューをつくっていけば勝ち抜くことができると思い
ます。
ツェリッシェフ
　なるほど。
　つぎに尾畑さんに、ご講演でおっしゃったことの延
長線上で少しお話しをしていただきたいことがありま
す。
　日本に来たい外国人がいるとしましょう。まず東京
に行こう、京都に行こう、それからどこか地方にも行
こうと思っていると想定されます。そのときにいろい
ろな選択肢が出てきます。北海道から沖縄まで数多く
の地方がありますが、そのなかから佐渡を含む新潟を
選ばせる戦略は考えられるでしょうか。酒や食文化を
中心に、何かお考えがございますか。
尾畑留美子
　世界中で今、ローカルフードに対する注目が集まっ
ているのではないかと感じています。
今年ニューヨークに行ったのですが、あのニューヨー
クでさえローカルに目を向けていることに驚きを感じ
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ました。世界中で今、ローカルな魅力に再び注目が集
まっていることを感じました。
　お酒のプロモーションでニューヨーカーと和食屋さ
んでお酒を飲んでいるときに、ちょっとお酌のやり方
を教えてあげました。おちょこの持ち方、注ぎ方。そ
してなぜそのような作法になるのか。つがれたら一口
飲んでから置くのだとか。事細かく教えてあげたら非
常に喜ばれ、日本ではどんな風に日本酒を飲んでいる
のかもっと教えてくれと言われました。
　ご存知のように、アメリカでは和食が大変人気です。
もともとはすごく肥満の人が多かった時代に、「和食
はヘルシーらしいぞ」ということで注目され、それか
らは寿司が人気になり、その後はさらに安心・安全な
食ということで、日本食は注目を集めました。
　その次の段階として、今、日本が本来持っている食
文化に焦点が合ってきていると思うのです。日本の食
に対する興味が順を追って成熟してきていると感じた
わけです。
　では、これを新潟にどう当てはめるかというと、例
えば米。コメであるならコメの文化を徹底してやった
らどうかと思うのです。商品としてはラベルがないコ
メはブランドが見えづらいわけですが、例えばお釜で
炊くとジャーで炊くよりおいしいですよね。ふたを開
けたときの香りが違います。部屋中に充満します。
　旅館では小さいお釜はあったりしますけど、どうし
て一般的な飲食店でも使わないのかなと思っておりま
す。新潟に行くと、どこの飲食店でも小さなお釜で目
の前で炊いてくれて、開けたときに香りがふわあと立
つという経験をさせてあげるのも、とても大きな体験
になるのではないかと思います。
ツェリッシェフ
　興味深いお話ですね。
　松田課長、いかがでしょうか。
松田千春
　答えが分かれば苦労しないわけでございまして。
　先ほどの新潟ならではの観光という部分のお話かと
思います。東北も新潟も、まだまだ外国人の方は来ら
れていない。私どもも、海外へ行くとメインのコース
は必ず行きます。たぶん一番最初に新潟県に来る人は、
スキーとかそういった目的の方しかいらっしゃらない
のではないかと思っております。
　では２回目、３回目にどうやって来ていただくか。
まず重要な部分として、佐渡島という、わざわざ島に
行こうというのは大きな部分かと思います。また、こ
ちらの地区にある三条・燕の工場のものづくりは、新
潟ならではのものになるのではないかと思っていま
す。
　ただ日曜・祝日に工場を見に行こうとしてもお休み
という課題もあります。当社では、工場見学といって
工場を３カ所も４カ所も巡るツアーをつくろうとしま
した。でも、実はお客さまは弥彦神社も行きたいし、
寺泊で買い物もしたい。ただ工場も１カ所か２カ所ぐ
らい見て体験したいということなのです。欲張らず個
性を売っていくのが重要なのかと思っております。
ツェリッシェフ
　次のステップとして、情報発信についてご意見をお
聞きしたいと思います。
　気になっているのは、新潟はいろいろな素晴らしい
観光資源がありますが、その観光資源の存在について
分かっている海外の方々は必ずしも多くないことで
す。新潟のことを知らせるための情報発信、宣伝を強
化する戦略は考えられるかということについて伺いた
いと思います。
　例えば私が海外の観光客だとします。インターネッ
トでどこに行けるかを調べてみます。すると、まず観
光庁のサイトが出てきます。そのサイトではいろいろ
な県の名前が出ますが、新潟が出ていることは一度も
ありません。
　「雪国観光圏」というのがあって、そこに魚沼や十
日町が含まれていますが、「新潟」のイメージがやは
り出てこない。これに対して他の観光圏ではちゃんと
富山などの名前が出るのです。
　それから日本政府観光局のイギリスのサイトがあり
ますが、日本へ行く観光客に推薦される行き先は東京、
大阪、九州、北海道となっていますが、新潟は出てい
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ません。外国人観光客はこういった観光データを見る
限り、新潟を選ぶ可能性がそんなに高くない気がしま
す。
　台湾での現美新幹線の宣伝についての松田課長のお
話が非常に面白かったと思います。これを踏まえ、海
外への情報発信の戦略を強化する方策はないかという
ことについて、ご意見を伺いたいと思います。
　では順番を変えて、バロリさんからお願いします。
バロリ
　まず情報発信する前に、地元の方々がうちには何も
ないという考えを捨てるべきです。新潟は何もない、
加茂は何もない、田上は何もない、三条はものづくり
だけだと。でも、歴史もあり、自然もあります。まず、
地元の人たちは豊富な知識を持つべきです。
　私も観光について本格的に研究を始めた2007年頃に
古町でお酒を飲んで、タクシーの運転手さんに「何で
新潟を選んだの。新潟は何もないですよ」と言われま
した。
　その１年前（2006年）、新潟県から補助金を頂き「佐
渡島における国際観光交流人口拡大による地域活性化
への可能性調査」をテーマとして佐渡に行かせてもら
い、素晴らしいところだと感じていたのに、何で運転
手がそういうことを言うのだろうと思いました。学生
たちにも同じことを教えます。「君たちが生まれ育っ
た地域を誇りと愛着を持て、絶対何もないと思わない
ように頭に入れておいてください」と言っています。
　情報発信については、私は尾畑専務のご主人である
平島社長と前から付き合いがあります。酒造組合のみ
ならず日本国外でもいろいろな活動をしておられま
す。しかし、尾畑酒造の方々の活動だけでは足りませ
ん。行政はもっと支援するべきです。
　ヨーロッパで新潟という地域の情報が届いていない
のは、痛い、苦い現実であります。これからは産学官
連携でやるのが一つの方法ではないかと思います。
ツェリッシェフ
　有難うございます。尾畑さん、いかがでしょうか。
尾畑
　バロリさんのおっしゃる通り、情報発信の前にやる
ことが多々あると思います。まず住民の意識について
は、今ほどと同じ意見です。それと、誰に、何を、ど
うやって、幾ら掛ける。これをしっかりと定めないと
いけないと思うのです。海外への情報発信にしても、
外国人が新潟の何を魅力的だと感じているか分からな
いのに、お金を掛けてこっちが思っているものを押し
つけてもしようがないのではないかと思ったりするの
です。
　海外の人が何を求めていて、何に響いているのかを
知るには、大金を掛けて調査会社にお願いしなくても、
国内や県内に沢山留学生とかいらっしゃるので、そう
いう方たちに県内をアテンドも誰も付けずに気ままに
巡ってもらうような機会をつくり、その結果を丁寧に
ヒアリングして行くということで見えてくるものもあ
ると思うのです。
　そこで見えてきた魅力をどう磨いていくかが今度は
大事です。住民はたいしたことないと思っていても、
そうじゃないのだと自覚してもらうことも大切です。
「海外のこの人たちは、あなたのこれをものすごいと
言っているよ」と伝えると、ちょっとずつ意識が変わっ
てくると思うのです。
　不思議なことに、隣近所の人達に褒められても、「そ
んなもん、たいしたことねっちゃ」と言うのだけれど
も、遠くから国境を越えて来た人が「これ、素晴らし
い！」と言うと、そうかなと思うところがあるんです
よね。遠い人から言われた方がいい。そういう意味で
も訪日外国人の増加は地方にとってチャンスなので
す。
　そういう気づきを持ってもらって、それを磨いて、
今度はそれを幾ら掛けてやるかということになるので
すけど。予算のことは分からないのですが、ＳＮＳで
行く場所を選ぶ人が確実に増えていますので、どうい
うポイントがＳＮＳに載せたくなるポイントなのかを
見つけていく作業も、お金が掛からなくて有効な手段
ではないかと思うわけです。
　まず発信すべき「何か」を見つける。そして正しく
伝える。予算の前に、それが大事かと思います。
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ツェリッシェフ
　有難うございます。
バロリ
　一ついいですか。県外に住んでいる外国人に、尾畑
さんがおっしゃったのですが、ツアーに行ってもらい、
報告書を書いてくれということについてです。
　私は佐渡に住む夢があり、行ってまとめて発表しな
さいという補助金プログラムがあったので、それを利
用して３泊４日過ごしたことがあります。
　尾畑さんがおっしゃるように、金髪の人はすごくお
もてなしを受けます。わざわざ白人がここに来るとい
うことは、何かあるぞと思わせてしまうからです。
　まず県内に住む外国人に対して手厚く、もっと情報
を提供する必要があります。そうすればＳＮＳネット
ワーク網が広がります。有効な方法で外国人を使うこ
とは地域の魅力を再発見できる手法となります。
ツェリッシェフ
　有難うございます。松田課長、お願いします。
　
松田
　正直、市、自治体レベルで今のお客様を伸ばすのは
難しいかなというのが本音です。私は、台湾は台北、
台中、台南の三つしか知りませんが、逆にくくりはそ
れぐらいの大きさで充分かなと。外国人には、何々市
というレベルではないと感じております。
　よくインバウンドをいかに伸ばすかと言うのです
が、インバウンドが増えている観光地は当然日本のお
客様も多いわけです。決してインバウンドだけで増え
ることはないと思っています。
　先ほどからお話がありますように、観光地の魅力が
あれば、今は非常によい世の中になり、行ったお客様
がまた口コミで広げてくれるのが重要かと思っており
ます。当然ながらインターネットやFacebookなどは
非常に重要だと思っております。
ツェリッシェフ
　有難うございます。井上さん、いかがですか。
井上
　まさしくそうだと思います。今松田課長が言ったよ
うに、インバウンドで伸びているところは日本人が当
たり前のように訪れているところです。ですから「新
潟県の燕三条に来てよ」と言っても、彼らには燕三条
とはどんなところか、そもそもそこから分からないと
思うのです。
　新潟県のこういったものがあるという体験なり、地
域の宝を見せることでそちらのほうに誘客する。地名
よりも地域のお宝をまずつくりあげて、そこから情報
発信の部分が今後絶対に大切なものになってきます。
　バロリさんと、尾畑さんが言ったのですが、実は私
どもも独自で首都圏在住の外国人のモニターツアーを
やってみたことがあります。そうすると首都圏に住ん
でいるから、こちらのこの地名とか、端的に言うと弥
彦神社すら知られていないというのが事実でございま
した。
　これは日本人の首都圏の方だったら、だいたい新潟
県の弥彦神社、寺泊は旅慣れた方であれば耳にしてい
ると思うのですけれど、そう思っていた矢先に弥彦神
社すら知られていないという事実を知ることができま
した。
　この辺は、われわれが海外に出向いてPRするより
も、尾畑さんやバロリさんが言っているように、国内
在住の人をもっと連れて来ることを考えながら、その
人たちからＳＮＳ等で発信していただくやり方が海外
に向けてという意味では、ベストではないかと思って
います。
　ご存じかと思いますが、中国の方はホームページを
検索するのではなく、ほとんど友達、家族のＳＮＳを
見て訪れる傾向が強いと聞いています。こういったこ
とも考慮しながら、インバウンドに向けた情報発信が
必要なのかと思っています。
ツェリッシェフ
　ありがとうございます。もう一つのヒントとして出
たのが長期滞在のことですね。新潟は長期滞在ができ
る、長期滞在が楽しめるところになり得るのではない
かというお話がありました。それについてもう少し詳
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しくまとめていただければと思います。
　長期滞在と言えば、何日間の滞在期間が想定される
のか。そしてその長期滞在メニューというか中身とい
うか、どんなものになるのか。新潟は何をオファーで
きるか。日本は休暇が短く、休暇があっても取れない
方も多く、長期的なバカンスの話は余りなじめないか
もしれませんが、欧米やオーストラリアの方々、そし
てアジアの方々の一部は、長期の滞在先を探している
のですね。長期じゃないと興味がない方が少なくない
です。
　その面において、新潟のポテンシャルと展望につい
てまとめていただきたいと思います。尾畑さん、いか
がでしょうか。
尾畑
　おっしゃるように、今ラグジュアリーツアーと呼ば
れているのは、まさに長期滞在スタイルだと思います。
どういうメニューを組んだらいいかと考えるときに大
事なのは、目標値の設定の仕方ではないでしょうか。
　私や、松田さんの今日の表もそうですが、何人観光
客が来たか、という人数で表しています。これからは
宿泊数も一緒に表示することが必要だと思います。佐
渡観光は120万人から60万人を切って、ダメになった、
どうにかしなくてはならないと言われてきました。で
も、何年か前までは100点を取っていたのに、今は40
点じゃないか、次は100点が取れるように何とかしろ
と言われてもなかなかきついわけです。時代が変わる
と共に試験の設問自体が変わっているようなもので、
同じ思考方法ではもう100点は取れない。
　でも、１泊しかしていない人を２泊するためにはど
うしたらいいか。そう考えるのはどうでしょうか？50
万人のところを100万人にしろと言うのではなく、あ
なたのお客さんは１泊だけど、２泊楽しんでもらうた
めにはどうしたらいいかと聞けば、ちょっとは頭も回
り出すと思うのです。
　そうしたら、まずお料理をどうしようかとか、交通
はどうしたらいいかとか、旅行者の目線に立って考え
るようになって色々見えてくる。そこに必ずヒントが
あると思うのです。
　コンテンツは、同じ佐渡島の中でも旅館をやってい
るのか、うちみたいにお酒造りをしているのか。それ
によって変わってきますし、逆にいろいろバラエティ
がある方がよいと思うので、これが正解だということ
はないと思います。
　観光を担っている人は、実は地域の人全員なので、
観光客の人たちが島に来て１週間楽しんでもらうため
にはどうしたらいいかと考え始めたら、結構楽しいア
イデアが出てくると思います。
ツェリッシェフ
　有難うございます。松田課長、いかがでしょうか。
松田
　長期滞在していただくことが一番いいとは思うので
すが、長期滞在はなかなか難しいと思っています。
　逆に周遊型という意味で、例えば自分のところに長
く泊っていただくのもいいですが、金沢に行ったお客
様に新潟へ１泊でもいいから来てもらうとか、佐渡に
行ったお客様にこっちにも来てもらうということで、
違うところに行ったお客様に新潟に来ていただく。長
期滞在もそうですが、周遊型というお客様を狙ったほ
うがいいのかなと思っております。
ツェリッシェフ
　はい、よく分かりました。有難うございます。井上
さんお願いします。
井上
　ちょっと今の部分とは離れているのですけど。おそ
らく今まで訪れた場所に滞在するケースは、旅行会社
のつくったツアーで組み込まれたケースがほとんど
だったと思います。
　日本人をターゲットにした場合、ある程度長期滞在
ができる方は結局、時間に余裕のあるシニア層なのか
なと感じています。
　そうすると、そのシニア層をターゲットにした受け
入れ体制を整えていかないと、長期滞在には結びつい
ていかないのかなと。
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　先ほども出てましたけれど、その場所でどういった
体験、どういったものが楽しめるかという部分があれ
ば、２泊、３泊とつながるケースもあると、私は思っ
ております。
　そうした場合、そういう滞在には宿泊施設も必要に
なってきますので、そういった人たちのニーズにマッ
チする内容をつくりあげていかないと現状では難しい
のかなと思います。
　先ほど松田課長が言ったように、逆に地域を広げて
受け入れられれば滞在の可能性は高まると思っており
ます。
ツェリッシェフ
　有難うございます。バロリさん、お願いします。
バロリ
　ここに見せたいものをつくるのではなく、まず観光
客のニーズをつかむ。ニーズをつかんで、パケージを
つくるのです。
　アジア系だったら何が好きか。何ができるか。欧米
人は何が好きか。ニーズを事前につかんで、受け入れ
を決める前に環境の整備をする必要があります。この
マーケットは100万人しか受け入れられないので、200
万人来たらどうするか、それに対応できるかが問題で
す。
　もう一つは、新潟県の魅力を明確にする。ここしか
できない・ここしか食べられない・ここしか見られな
いやここしか楽しめないのスローガンで情報発信を続
けるべきだと思います。それは次につながるので、受
け入れた地域の住民たちはしっかり説明できなければ
いけない、また、地域の魅力を確なものにしていく必
要があると思います。
ツェリッシェフ
　有難うございました。
　主な視点は「新潟ならでは」、差別化戦略という視
点ですが、もう一つ面白いと思ったのは、東京に近い
ので必ずしも新潟に行くことを認識しなくても、新潟
に来る人がいるということです。つまり東京からの近
さを生かす戦略です。スキーをする人を誘客する際に
考えられるかと思いますし、他の面においても考えら
れるでしょう。
　その視点から一言お願いしたいと思います。井上さ
ん、いかがでしょうか。
井上
　正直、このエリアに実際に訪れた方に聞きますと、
東京からおおむね２時間で来れることを実感して、だ
いたいのお客様が「意外と近いですね」と言います。
　その近さをどうやって告知するのかという部分が課
題だと思います。時間的に見れば、ＪＲを使えば東京
から新潟も、東京から伊豆もほとんど変わらない所要
時間です。その事実を知らせていくには、ＪＲさんの
力を借りるのであればＪＲの告知で得意なポスターと
か、先ほどの『トランヴェール』にしても、大人の休
日のものにしても、「東京から２時間でどこ」という
地名を文字として見せていくこともありなのかなと思
います。ただ単に「新潟」と表記しても、訪れたこと
のないお客様にとってはどれぐらい時間が掛かるのか
理解できないので、もっと明確に「東京から２時間で
見れる、日本海に沈む夕日」みたいな感じで、所要時
間をイメージできる文字を入れるのも戦略の一つでは
ないかと感じています。
ツェリッシェフ
　そうですね。松田課長、お願いします。
松田
　当社の成功事例を先ほど少しお話をしたのですが、
越後湯沢などは東京から１時間10分から20分というこ
とで、冬の成功事例として「東京雪遊び」と、海外に
大きく宣伝させていただきました。「越後湯沢」とい
う文字は一言も出ておりません。東京へ行って雪遊び
をしましょうということです。
　実際１時間ちょっとですから、私なんかは海外へ
行っても１時間なんて、本当に「となり」ぐらいのイ
メージなのです。そういったイメージで、非常に東南
アジアのお客様が増えました。
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　これも湯沢の事例ですが、今度は夏の期間に「とな
りの大自然」。越後湯沢は東京の隣ではないんですよ
ね。でも隣に大自然があるということで、ちょっと行っ
てみようかと。キャッチコピーも非常に大事なのかな
と思っております。
　先ほど井上さんが言った、日本海ぐらいの感覚でい
いと思います。日本に行ったついでに日本海を見に行
こうというのであれば、必然的に新潟が一番近くなる
わけですから、あえて新潟県に行きましょうというよ
り、「日本へ行ったら日本海も見てみましょう」みた
いなＰＲがいいのではないかと思います。
ツェリッシェフ
　有難うございます。尾畑さん、お願いします。
尾畑
　例えば目的地ＡとＢがあって、Ａは行くまで２時間、
Ｂは行くまで６時間かかるとします。AとBの違いを
導き出すのは、Aの方が「着いてからの時間が長い」
ということです。すなわち、到着したA駅からもっと
先にある新潟を訪ねることができるということです。
　佐渡島にはＪＲさん系列のファミリーオというホテ
ルがあります。佐渡島にはレールがありません。これ
も同じことかと思います。「駅の向こうにゴールがあ
る」ということです。新潟まで近いということを逆手
にとって、もっと佐渡島であったり、新幹線の駅から
在来線やバスに乗り換えて、もっとその先にあるすて
きな場所に行ってもらうよいチャンスと考えたらいか
がでしょうか。
ツェリッシェフ
　ありがとうございます。バロリさん、お願いします。
バロリ
　２時間掛るか、４時間掛るかではなく、ターゲット
にする観光客の目的をきちんとつかむ必要がありま
す。１時間で２万円、６時間で３千円で行けるという
のがありますね。しかし、長期滞在者には、２時間か
６時間かは、関係ありません。せっかく貯金したお金
で日本に行くのならゆっくり旅をしたい。そう考える
外国人観光客は多いと思います。
　とろとろ行く夜行バスや普通電車の車窓より、もっ
と自然を楽しめる交通手段もある。また、お金持ちの
方には新幹線を使ってもらうなど、ターゲットをとら
えるためには、市場を明確にする必要があると思いま
す。２時間で来ていっぱいお金を掛けたら、行って楽
しかったと思わせないと、県全体がダメージを受ける
ことになります。反対に、楽しませて帰ってもらうと、
もう一回、１年間働いて、今度は弟家族を連れて来た
いと思います。それはリピーターにつながる。そして、
弟や妹など、連れてきた家族からも、新しいマーケッ
トが創出されることになると思います。
ツェリッシェフ
　有難うございました。
　「雪」、「食」、「酒」のお話が出ましたが、まだ触れ
ていないのが広い意味での文化とか芸術、そしてソフ
トな観光資源ですね。イベントとか交流とか、それも
すごく大事な観光資源になりえると思います。芸術、
文化、イベント、交流、その面においての新潟のポテ
ンシャルについてご意見を述べていただきたいと思い
ます。井上さん、お願いします。
井上
　ポテンシャルといいますが、そこには先ほど尾畑さ
んの講演の中にもあったように、結局最後は人だと思
うのです。私も昔、ツアーコンダクターとして日本全
国を回った中で、お宿の方には申し訳ないのですが、
どこの宿でどんな夕飯だったかごちゃごちゃになって
いてあまり記憶にありません。でも、あそこの地であ
の人がいたねという、「人」はそこのエリアでの思い
として一番心に残っています。今でも、何人かとお付
き合いをさせていただいています。
　私は、旅に欠かせない三大要素として「学ぶ」、「触
れる」、「交流する」が必要だと考えています。
　そのことから尾畑さんが言ったような、人も地域に
とって大事なコンテンツなのだということを、私自身、
常に思っているところです。
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ツェリッシェフ
　バロリさん、お願いします。
バロリ
　大学院生時代に続いて研究員の時も佐渡に行ったこ
とが何回もあります。焼き物も有名であることが分か
りました。ツアーに行ったときにそこで焼酎の焼き物
コップをつくらせてもらいました。ずっとそれを大事
に使っています。
　しかし焼き物が佐渡でできるというのを知っている
県内の人たちは、少ないと思います。まずは、文化の
活用として焼き物が佐渡でできることそれが一つと。
　芸術といっても、最近は田んぼもアート化されてい
るので、それなどをもっと広めていけばいいと思いま
す。あとは古町芸者がいた鍋茶屋も文化の一つではな
いかと思います。各地域で独特の文化があるはずなの
で、村上の町屋とか、弥彦とか、燕三条とか、もっと
具体的に根本的なマーケットを選んで提供していけば
いいと思います。
ツェリッシェフ
　ありがとうございます。
　現美新幹線は文化に頼る、芸術を訴える部分が非常
に大事かと思います。そして鉄道会社が観光を促進す
る面において中心的な存在になっているのも日本の非
常に大きなと言うより、日本ならびに新潟の大きな特
徴だと思います。
　ことに欧米の方々にとって、その点が非常に魅力的
だと思われます。端的に言えば、欧米では新幹線ほど
乗って楽しい、乗り心地のよい電車はないわけです。
走ること自体が楽しい、そして更に走りながら芸術作
品を楽しむということが、ユニークな視点と言えるか
もしれません。その延長線上で、松田課長に芸術を観
光資源として活用する戦略についてご意見をお伺いし
たいと思います。
松田
　私自身、芸術はそんなに詳しくないのですが、乗っ
て楽しい列車ということでお話をさせていただきたい
と思います。
　列車自体が観光の一部になる。これは、今後もお客
様からの需要は結構あると思っております。先ほどお
話ししませんでしたが、伊豆クレイルという、小田原
と伊豆急下田を走る、食事が楽しめるリゾート列車が
大変人気になってきております。
　新潟支社としましても、今後も乗って楽しい列車を
充実させて行きたいというのはありますが、実は課題
もあります。それはいかにリピーターになっていただ
くかでございます。
　おかげさまで乗って楽しい、越乃Shu＊Kura。お酒
を飲みながら列車に乗るということで、沢山お客様に
リピートしていただいています。多くのお客様から２
度乗った、３度乗ったと言っていただいています。
　芸術の現美新幹線は、１回は乗っていただくのです
が、東京ディズニーリゾートと一緒で、毎年少しずつ
変化がないとまた乗っていただけないので、今後、現
美新幹線などは内容を変えていきつつ、何度も乗って
いただける列車を目指したいと思っております。
　先ほど１点、私のほうに回ってこなかったのですけ
ど、イベントというお話がありまして、なかなか今観
光だけではお客様が来ていただけません。例えば佐渡
の自然を満喫しようというイベントではありません
が、トライアスロン、ロングライドという自転車に乗っ
て佐渡を１周するスポーツイベント。これは自然があ
るからイベントが成功するというのがあります。観光
だけではなく、こういったイベントも重要なのかと思
います。
ツェリッシェフ
　有難うございました。時間はあまり残っていません
が、最後のまとめに入らせていただきたいと思います。
　人材育成は非常に大事かと思います。観光客を受け
入れる新潟の人材育成。これは私たち、新潟経営大学
観光経営学部の課題でございます。一言、パネリスト
の方々に新学部に対するご要望があれば、ぜひおっ
しゃっていただきたいと思います。尾畑さん、お願い
します。
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尾畑
　先ほどのテーマにあった、芸術や文化を柱とした観
光のポテンシャルについて、二つ例をご紹介させて下
さい。酒の陣と大地の芸術祭です。なぜこの二つかと
いうと、完成度の高さはもちろんなのですが、われわ
れの日常の営みや生活風景がオリジナルにあって、そ
れがイベントに昇華されているからです。
　文化的活動やイベントを続けるのは大変難しいもの
のですが、二つとも長期的に続いています。なぜでしょ
う？私は酒の陣は当然当事者として毎年行っていて、
大地の芸術祭も行かせていただきました。両方に共通
するのは参加者も面白いけれども、やっている当事者
も面白い。観光客も迎える側もどちらも楽しく面白い。
これは最高ですよね。観光はこうあらねばならない。
この二つはそれができていると思います。
　主催者の方はとても大変だと思いますが、終わった
後に満足感いっぱいで幸せなのです。これが観光のあ
るべき姿かと思います。イベントと街や経済活動をつ
なぐ仕組みとか、今後への課題はまだあると思います
が、この二つはぜひ紹介したかった。
　次に人材の件ですけど、観光とは何ぞやと考えたと
き、答えは地域が元気に続いていくために観光がある
と考えていて、そう考えると観光はすなわち町づくり
なのだろうと思います。
　町づくりと考えると長期ビジョンがとても大事です
けど、この長期ビジョンをもって活動するのはなかな
か難しい。例えば行政であっても、年度というものが
ございますし。ですから、大学に期待しているのは、
そういった長期ビジョンを行政や住民と一緒に考えて
くれる人材育成です。
　われわれ住民にとって観光は生活そのものに密着し
ています。講演でも言いましたが、地域の「好き」を
ぜひ伝えていただきたい。なぜかというと、「好き」
は伝染するからです。そして地域の魅力がどんどん広
がっていくのです。以上です。
ツェリッシェフ
　貴重なご指摘、有難うございます。松田課長、お願
いします。
松田
　経営大学様に期待することでございますが、観光を
盛り上げるには大変失礼な言い方ですが、ばか者、よ
そ者、若者が重要と聞いております。ぜひ若い方のア
イデアの力を貸していただきたいと思っております。
　今年度、経営大学の観光活性化政策提言コンテスト
で審査員をやらせていただきました。その中で「加茂
駅前商店街の活性化と観光の促進」、これは一番には
ならなかったのですが、加茂の駅前を回って商店街を
観光しようというものがありました。
　私どもは「駅からハイキング」というのをやってい
ます。大学生が考える駅からハイキングコースという
特集を、いろいろな大学のところでやっています。イ
ンバウンドという大きなテーマもよいですが、加茂市
内の活性化という部分で大学生の皆様からアイデアを
募っていただき、観光だけでなく、商店街の活性化を
含めた駅からハイキングも検討してみてはいかがで
しょうか。
ツェリッシェフ
　有難うございます。井上さん、お願いします。
井上
　大学側に期待しているのは、先ほどからバロリ講師
が言っている、地域資源の宝物ですね。私はずっと以
前から観光開発をやっている中で、心の中で思ってい
ることがあります。それは「五つの風」です。
　尾畑さんも言っていたように、風景、風土、風習、
風味、風俗、この風が「五つの風」ということで、そ
こに地域ならではの資源や素材があると思っており、
資源の発掘をやるためには地元民が気付かないからこ
そ、よその人がそこに来て見て、感じて、つくり上げ
ていくという視点を、そちらの大学のバロリ講師と一
緒になって、資源の開発、磨き上げなどをやっていけ
ば、より一層この県央地域が脚光を浴びてくる可能性
が高まると思っています。
ツェリッシェフ
　有難うございます。貴重なご指摘、有難うございま
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した。これから観光経営学部として念頭に置いて、長
期的なビジョンをまとめて、地域の企業団体、住民の
方々と連携して、さまざまな知恵を出していきたいと
思います。
　まとめの時間になってまいりました。時間が短く
なったので完結に申します。
　今日のフォーラムのテーマは「新しい道を探る」で
すね。観光客を呼び込む新しい道を探るという視点か
ら、いろいろなご指摘がありまして、新しい道が沢山
あるという印象を受けました。新しいアプローチ、新
しい考え方はいろいろあり得る。想像力を発揮しなけ
ればいけないという、強い印象を受けました。
　まず新潟県としてのさまざまな差別化戦略が考えら
れます。酒、コメの文化を徹底的に訴える戦略、雪を
「楽しませる」戦略は柱ですね。そして工場等々の観
光資源をどのように活用するかということについて、
また考えなければいけないと思います。
　宣伝の方法としては、非常に面白い視点が出ました。
必ずしもコストがかかる宣伝キャンペーンをするので
はなく、新潟県に住んで活躍している方々、ことに若
い外国人を宣伝の「チャネル」として活用するという
こと。
　また、新潟を観光地としてのブランドを確立するこ
とは大事ですが、東京からの近さを生かし、（新潟と
いう）名前を押し出さずに、東京の郊外というイメー
ジで新潟の観光資源を外国人の観光客に訴える方法も
あるというご指摘が印象的でした。つまり実務的なア
プローチ、効果が早く出るアプローチは非常に大事だ
と思いました。
　これから新潟の観光はいろいろ課題がありますけれ
ども、どんどん新しい段階に入るかと思います。ポテ
ンシャルがある。そして観光に関連する方々だけでは
なく、多くの県民がそのポテンシャルを認識して、新
潟県の観光拠点として発展に貢献することができると
思っております。
　長時間にわたって興味深い内容で議論をされたパネ
リストの方々に、心からお礼を申し上げたいと思いま
す。
　皆様、長時間にわたってお聞きくださいましたこと
に対し、感謝の意を申し上げます。今日は、誠に有難
うございました。これでパネルディスカッションを終
わらせていただきます。
（パネルディスカッション終了）
司会
　パネリストの皆さま、有難うございました。
　以上をもちまして、観光活性化フォーラムは終了と
なります。
（終了）
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